
 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 本を読むのにふさわしい年齢ってあるのでしょうか。これは小さい子の読む本だとか，この本はまだ早い

とか。絵本は小さいこどもだけのものではないし，中学生や高校生でも時代小説が好きでもかまわない。本

に適正年齢なんてない，と思います。だけど，どうしても10代のうちに読んでほしい本があります。感受

性の豊かな10代だからこそ心に響く本が。 

 10月・11月のティーンズコーナーの特集は，「10代のうちに読みたい100冊の本」です。担当者が

10代の時に出会って心を動かされた本，出会いは大人になってからだけど10代の時に読みたかった！と

感じた本を集めました. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集コーナー「10 代のうちに読みたい 100 冊の本」 

坂出市立大橋記念図書館 

坂出市寿町一丁目 3 番 10 号 

電話 45-6677 

  

担当者のイチ押し 

『アルケミスト』 パウル・コエーリョ/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 969/コエ 

 

羊飼いの少年サンチャゴは，彼を待つ宝物がピラミッドにあるという夢の

お告げを信じて旅に出る。さまざまな出会いと前兆に導かれ困難な旅を続

け，ようやくたどり着いたピラミッドで彼を待ち受けていたものとは…。 

『戸村飯店青春100連発』 瀬尾まいこ/著 文藝春秋 Ｆセオ 

 

大阪下町の中華料理店の二人息子・ヘイスケとコウスケは見た目も違えば

性格も大違い。兄のヘイスケは高校卒業後，東京へ。大阪と東京，離れては

じめて気づく家族の絆を，笑いと涙で描く。 

2018 年 10・11 月号 

通巻 24 号 

ティーンズとしょかん 

部活に打ち込んだり，恋をしたり，何かに夢中になったり，何

にもしたいことがみつからないと焦ったり，友達とくだらないこ

とで大笑いしたりケンカしたり…そんな青春まっただなかの青く

て，熱い物語をお楽しみください。 

おすすめの本は学校・恋愛・家族・ファンタジー＆ミステリー

などのジャンルに分けています。何を読もうか迷ったら参考にし

てください。10代で出会った本は一生の宝物！になるかもしれ

ません。 

 

 

 

 

 

 

※ 写真が入る予定 



 

 

 

読書の秋がやってきました。10月 27日から読書週間が始まります。今年の標語は「ホッと一息 本と

一息」です。文庫コーナーでは，名作をはじめメディア化などの話題作ほかいろいろなジャンルの文庫が新

しく入っています。読書の秋に，本と一息つきませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『女生徒』 太宰治/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ Ｆタサ 

☆『江戸川乱歩名作選』 江戸川乱歩/著 新潮社 Ｆエト 

★『あこがれ』 川上未映子/著 新潮社 Ｆカワ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★『高校生のためのアドラー心理学入門』 岸見一郎/著 アルテ 140/キシ 

☆『中高生のための学部選びガイド 工学部』 漆原次郎/著 ペリカン社 376/ヘリ 

★『中高生のための学部選びガイド 教育学部』 三井綾子/著 ペリカン社 376/ヘリ 

☆『僕は君に、10年分の「 」を伝えたい』 天野アタル/著 KADOKAWA Ｆアマ 

★『少年Ｎのいない世界 01～04』 石川宏千花/著 講談社 Ｆイシ  

☆『星空の16進数』 逸木裕/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ Ｆイツ 

★『おもてなし時空ホテル～桜井千鶴のお客様相談ノート～』 堀川アサコ/著 新潮社 Ｆホリ 

文庫コーナーの本，ふえてます！ 

新しい本の紹介 

『ぼくは泣かない』岩崎夏海/監修 廣済堂出版 798/コウ 

 

今年，第100回大会を迎えた夏の甲子園。その歴史はひとつの価値観だけに貫か

れていたわけではなく，時代とともに変化してきた。震災，軟式野球，女子マネージ

ャー…日本全国で本当にあった高校野球を取り巻く感動のエピソード。『甲子園だけ

が高校野球でなはない』第五弾。 

『リマ・トゥジュ・リマ・トゥジュ・トゥジュ』こまつあやこ/著 講談社 ＪＦコマ 

 

 マレーシアからの帰国子女・沙弥は日本の中学校になじもうと四苦八苦。ある日，

延滞本を取り締まる「督促女王」に呼び出され，一緒に「ギンコウ」に行くことに。

とまどう沙弥がでたらめにマレーシア語を織り交ぜた短歌を詠んでみると…。 

『新釈 走れメロス』 森見登美彦/著 
ＫＡＤＯＫＡＷＡ F モリ 
 
芽野史郎は激怒した－芽野は，全力

で京都を疾走していた。そう，人質と
なってくれた無二の親友を見捨てるた
めに。こじらせすぎた青年達の，阿呆
らしくも気高き生き様！ 

『終点のあの子』 柚木麻子/著 
文藝春秋 Ｆユス 

 
プロテスタント系女子高の入学式。

内部進学の希代子は，高校から入学し
た風変わりな朱里に声をかけられる。
父はカメラマン，海外で暮らしていた
という彼女が気になる希代子だが…。 

『秋期限定栗きんとん事件 上』  
米澤穂信/著 東京創元社 Ｆヨネ 

 
小鳩君はそれでも推理をやめられな

い！平和な高校生活を求めながら，小
鳩君は機会があれば彼女そっちのけで
謎解きを繰り広げてしまい…「小市
民」シリーズ第三弾。 

『僕らのごはんは明日で待ってる』  
瀬尾まいこ/著 幻冬舎 Ｆセオ 

 
兄の死以来，誰にも心を開かず，人

が死ぬ小説ばかりを読んでいる亮太。
体育祭の米袋ジャンプに一緒に出るこ
とになった上村が貸してくれた本は，
浅見光彦シリーズで…。 


